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 令和６年度教育実習受講者向けには、事前指導でお知らせしております

が、北海道教育委員会により実施される「草の根教育実習」に参加・修了

した者については、｢教職実践演習｣（教育職員免許状取得のための必修科

目）における｢高校見学（９月～１０月中に１か所を見学）｣への参加が免

除されます。「草の根教育実習」の詳細は、北海道教育委員会からのリー

フレットで確認してください。 

なお、リーフレットを読んでも不明な点がありましたら、北海道教育委

員会にお問い合わせください。なお、旅費・滞在費等はすべて自己負担で

す。 

今年度の「草の根教育実習」への参加を希望する学生は、6 月２１日（金）

１７：００までに教育学事務部教務担当（edkyomu@edu.hokudai.ac.jp）

へメールで実習希望の旨、申し出てください。 

なお、今年度の教職実践演習受講者が「高校見学」参加を免除されるた

めには、「教職実践演習」の１０月２５日（金）実施回までに「草の根教

育実習」を終了している必要がありますのでご注意ください。 

 

 

 

 

 

 

 

令和６年５月２９日 

教 職 課 程 委 員 会  

令和６年度 

「草の根教育実習」の実施について 
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別紙１

北海道教育委員会

令和６年度「草の根教育実習」を実施します！

〒060-8544

札幌市中央区北３条西７丁目 道庁別館８階

北海道教育庁学校教育局教職員育成課

電 話 ０１１－２０６－６４８７（直通）

E-mail kyoiku.kyoikusei@pref.hokkaido.lg.jp

北海道教育委員会では、教員を目指す学生のみなさんが、北海道の教員の魅力ややりがいを

発見し、教員を目指す気持ちを一層高めていただくため、北海道ならではの小規模校などで特

色ある学校体験をすることができる「草の根教育実習」を実施しています。

【申込みから実習までの流れ】

①実習への参加を希望される方は、大学の担当窓口（学務課や学生支援課等）にお問い合わせください。

②大学の担当窓口でエントリーシートを受け取り、必要事項を記入して、担当窓口に提出します。

③道教委が、大学を通して、実習校や実習可能期間などをお知らせします。

④参加者が、実習校に連絡し、実習内容について打ち合わせます。

⑤事前の打ち合わせの内容を基に、草の根教育実習を実施します。

※大学の休業期間に合わせて、夏、冬２回の参加も可能です。

【実習終了後の流れ】

⑥実習終了後、参加者が、大学の担当窓口に終了報告をします。

⑦参加者が、アンケートに回答します。

草の根教育実習の流れ

草の根教育実習の主な内容

参加した大学生の声

・子どもとの関わり、先生方との交流を通して、教職に対する気持ちが

高まりました。

・地域の結びつきや子ども同士の絆の強さなどを学ぶことができ、参加

してよかったです。

・自分にとって縁のない地域での体験でしたが、先生方があたたかく、

多くの学びを得られました。ぜひ多くの学生に参加してほしいです。

草の根教育実習の

紹介動画はこちら！

【紹介動画の内容】

①草の根教育実習の概要

②実習ドキュメンタリー

③参加者インタビュー

【地域との連携・交流】

・地域の特色ある行事への参加

・地域内の教育関係施設見学

・教育委員会職員との座談会

【授業体験や子どもたちとの交流】

・授業の参観や指導体験

・特別な配慮を必要とする児童生徒への支援

・放課後学習会の指導補助

・クラブ活動、部活動の指導補助

【先生たちとの対話】

・校内研修、職員会議への参加

・学級担任事務の体験

・若手教員との座談会

□期間：８～２月の３～５日間 □対象：大学１～４年生、大学院生 □費用：交通費や宿泊費は自己負担

みなさんのご参加をお待ちしています！！

（大学が実施する実習の前後、講義等がない時期に合わせて、実習地を希望して参加できます）



北海道教育委員会 「北海道で先生になろう」プロジェクト

草の根教育実習
５月下旬 参加募集
くわしくは、募集案内をご覧ください

大学生 対象

〒060-8544 札幌市中央区北３条西７丁目 道庁別館７階
北海道教育庁学校教育局教職員育成課 電話011-206-6487（直通）
E-mail kyoiku.kyoikusei@pref.hokkaido.lg.jp

紹介動画

子どもとのふれあい 先生方との交流

令和５年度
参加者
満足度 95％

おすすめ１ おすすめ２

短 期 間
・小・中学校で８～２月の３～５日間

・授業のない時期を選んで申込み可

・地域の宿泊施設を紹介（滞在費等は自己負担）

別紙２

全学年対象
・学校の雰囲気を感じたい実習前の１～３年生

・実習とは異なる学校で体験がしたい４年生、

大学院生


